
認
定
高
等
職
業
訓
練

校
と
公
共
の
職
業
能
力

開
発
施
設
と
ど
の
よ
う

な
違
い
が
あ
る
の
で
す
か
？

県
や
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
が
設
置
す
る
職

業
訓
練
施
設
は
公
共
職

業
能
力
開
発
施
設
と
呼
ば
れ
、
新
規
学

卒
者
や
求
職
者
を
対
象
と
し
て
訓
練
を

行
う
施
設
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
認
定
高
等
職
業
訓
練

校
は
、
原
則
と
し
て
事
業
所
に
就
職
し

た
社
会
人
を
対
象
と
し
て
訓
練
が
行
わ

れ
る
と
い
う
点
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
職
業
訓
練
を
行
う
場
合
の

職
業
訓
練
基
準
は
公
共
、
認
定
と
も
厚

生
労
働
省
が
定
め
た
同
じ
訓
練
基
準
で

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
修
了
時
の
資
格
は

公
共
、
認
定
と
も
に
同
じ
扱
い
と
な
り

ま
す
。

生
労
働
省
が
定
め
た
訓
練
の
基
準
に
適

合
し
て
お
り
、
か
つ
、
訓
練
の
永
続
性

な
ど
様
々
な
要
件
を
満
た
し
、
職
業
訓

練
を
的
確
に
実
施
す
る
能
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
と
き
に
県
知
事
が
そ
の
訓

練
を
法
に
基
づ
く
職
業
訓
練
基
準
に
適

合
し
た
訓
練
で
あ
る
こ
と
を
公
的
に
認

め
る
こ
と
で
あ
り
、
認
定
を
受
け
た
訓

練
が
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
で
行
わ

れ
る
職
業
訓
練
と
同
水
準
の
も
の
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
の
施
設
で
は
ど

の
よ
う
な
職
業
訓
練
を

し
て
く
れ
る
の
で
す
か
。

公
共
職
業
能
力
開
発

施
設
で
は
主
に
機
械
関

係
、
電
子
情
報
、
建
築
、

設
備
等
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認
定
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
主
に

建
築
、
土
木
、
設
備
関
係
の
訓
練
が
中

心
と
な
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
パ
ソ
コ

ン
を
用
い
た
様
々
な
事
務
処
理
に
つ
い

て
も
訓
練
し
て
い
ま
す
。

各
訓
練
校
が
実
施
し
て
い
る
訓
練
科

目
は
紹
介
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

開
発
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
定
高
等
職
業
訓
練

校
っ
て
？
県
知
事
の
認

定
っ
て
？

認
定
高
等
職
業
訓
練

校
と
は
、
岩
手
県
知
事

が
認
可
し
た
職
業
訓
練

法
人
が
設
置
運
営
す
る
職
業
訓
練
を
行

う
た
め
の
民
間
の
職
業
訓
練
施
設
で
す
。

県
知
事
の
認
定
と
は
、
職
業
訓
練
法

人
等
か
ら
の
認
定
申
請
に
基
づ
き
、
職

業
訓
練
法
人
等
が
行
う
職
業
訓
練
が
厚

仕
事
に
就
く
た
め

に
、
あ
る
い
は
仕
事
に

就
い
て
か
ら
、
そ
の
仕

事
を
教
え
十
分
に
そ
の
仕
事
に
慣
れ
さ

せ
る
こ
と
を
職
業
訓
練
と
い
い
ま
す
。

そ
の
意
味
か
ら
専
門
の
施
設
や
機
関

で
行
わ
れ
る
職
業
訓
練
だ
け
で
は
な
く
、

企
業
が
行
う
社
員
教
育
や
従
業
員
教
育

な
ど
も
職
業
訓
練
の
一
種
と
な
り
ま
す
。

今
は
、
個
人
の
能
力
を
活
か
す
た
め

広
い
意
味
で
職
業
訓
練
か
ら
職
業
能
力

なんだか「訓練校」って面白そうだな、
と思うキミたちのために、「訓練校」に
ついて素朴な疑問、あるいは気になる
ポイントなどをQ&A方式でまとめてみ
ました。

入校案内
なんでも

入校案内
なんでも

Question

1
Answer

1
職
業
訓
練
っ
て
何
？

Question

2
Answer

2

Question

3
Answer

3

Question

4
Answer

4



県
内
に
職
業
訓
練
を

し
て
く
れ
る
学
校
は
あ

る
ん
で
す
か
？

県
内
に
は
県
立
産
業

技
術
短
期
大
学
校
を
は

じ
め
と
す
る
県
立
の
施

設
が
７
校
、
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
が

運
営
す
る
施
設
が
２
ヶ
所
あ
り
、
総
称

し
て
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
業
訓
練
法
人
が
県
知
事
の

認
定
を
受
け
て
設
置
す
る
認
定
高
等
職

業
訓
練
校
が
１
６
校
あ
り
、
多
く
の
青

年
技
能
者
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

Question

5
Answer

5

あなたの疑問 これでOK!

いわて 
ちゅうおう P.15

りびよう 

はなまき P.15

きたかみ P.16

え  さ  し P.17

みずさわ P.16

いちのせき P.17

はないずみ P.18

とうばん P.18

りくぜんたかた P.19

け  せ  ん P.19

かまいし P.20

と  お  の P.20

み  や  こ P.21

く　　じ P.21

に  の  へ P.22

二戸市 

久慈市 

盛岡市 

北上市 

宮古市 

花巻市 

遠野市 
釜石市 

江刺市 

水沢市 

一関市 
千厩町 

陸前高田市 

大船渡市 

花泉町 

マイスター（Meister）と
は、ドイツ語で親方、名人
などの意味です。
ドイツの法律に基づく職業
資格で、その資格を得た者
はその分野で最高の技能・
技術と知識を持つ者と認め
られます。



普通職業訓練�
長期間の訓練課程�

　（1年以上3年以下の訓練期間で実施）�
★新たに職に就いた学卒者等を対象として�
　基礎的な知識・技能から応用的な知識・�
　技能を体系的なカリキュラムで実施しま�
　す。�

普通職業訓練�
短期間の訓練課程�

（2日間以上6ヶ月以下の訓練期間で実施）�
★既に職業人として活躍している方を対象と�
　して時代に即応できる高度な知識・技能を�
　短期間で修得するとともに、各種資格取得�
　のための講習等を実施します。�

働きながら専門的知識・技能が習得できます�

認
定
高
等
職
業
訓
練

校
で
訓
練
を
受
け
る
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
ん
で
す
か
？

普
通
課
程
の
訓
練
を

受
け
る
場
合
は
、
訓
練

を
受
け
よ
う
と
す
る
業

種
の
指
導
員
免
許
を
所
持
す
る
者
が
在

籍
す
る
事
業
所
に
就
職
し
、
事
業
所
か

ら
派
遣
さ
れ
る
形
で
訓
練
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
短
期
課
程
に
つ
い
て
も
原

則
は
同
じ
に
な
り
ま
す
が
、
短
期
課
程

の
中
に
は
技
能
検
定
等
の
受
験
準
備
講

習
等
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
個
人
的
に

訓
練
の
申
し
込
み
を
行
い
受
講
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

Question

6
Answer

6

入校案内なんでも Q&A

認定高等職業訓練校は…�
�
　都道府県知事の認定を受けて、企業が従業員の教育のために
単独又は共同で設置した職業訓練施設です。�
　訓練は職業訓練指導員の指導により行われますので、企業か
ら派遣された従業員は賃金を得ながら、各々の職場で必要な技能・
知識を修得できます。�
　１．仕事に密着した高度な専門知識・技能の修得が可能�
　２．派遣企業に対して公的助成制度が充実�
　３．修了者に対し、各種国家資格等取得の際に恩典制度�
　４．職場で直ちに修得した技能・技術が実践可能�
�
など、様々な助成制度や特例措置が講じられていて、民間の職
業能力開発の重要拠点です。�



②
訓
練
の
修
了
者
は
、
技
能
検
定
、
職

業
訓
練
指
導
員
免
許
試
験
及
び
職
業

訓
練
指
導
員
免
許
の
取
得
に
あ
た
っ

て
、
試
験
の
一
部
の
免
除
、
必
要
な

経
験
年
数
の
短
縮
等
が
あ
る
ほ
か
、

関
連
す
る
国
家
試
験
の
受
験
や
免
許

の
取
得
の
際
に
も
有
利
な
取
り
扱
い

が
あ
り
ま
す
。

認
定
高
等
職
業
訓
練

校
に
従
業
員
を
派
遣
し

た
場
合
、
助
成
金
な
ど

の
措
置
は
あ
り
ま
す
か
。

従
業
員
を
訓
練
生
と

し
て
派
遣
す
る
事
業
主

に
対
し
て
は
、
事
業
所

が
中
小
企
業
で
あ
る
場
合
（
雇
用
保
険

の
適
用
事
業
所
に
限
る
）
で
あ
り
、
そ

の
従
業
員
を
所
定
の
労
働
時
間
内
に
認

定
職
業
訓
練
を
受
講
さ
せ
た
場
合
で
、

認
定
職
業
訓
練
を
受
講
さ
せ
る
期
間
、

そ
の
従
業
員
に
対
し
て
通
常
賃
金
の
額

以
上
賃
金
を
支
払
う
事
業
主
で
あ
る
こ

と
な
ど
の
諸
条
件
を
満
た
せ
ば
、
認
定

職
業
訓
練
を
修
了
ま
た
は
、
当
該
年
次

を
修
了
し
た
場
合
に
認
定
高
等
職
業
訓

練
校
に
従
業
員
を
派
遣
し
た
日
に
つ
い

て
日
額
賃
金
の
３
分
の
１
に
相
当
す
る

額
が
国
か
ら
認
定
訓
練
派
遣
等
給
付
金

と
し
て
給
付
さ
れ
ま
す
。

に
そ
の
職
業
に
就
い
て
い
る
方
々
が
、

週
に
１
回
か
ら
２
回
訓
練
校
に
来
て
教

え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
職
業
の
実

態
に
あ
っ
た
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
事
業
所
で
行
わ
れ
る
訓
練
（
分

散
訓
練
）
の
際
も
職
業
訓
練
指
導
員
免

許
を
持
っ
た
指
導
員
が
指
導
に
当
た
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

修
了
証
書
は
誰
が
出

す
の
で
す
か
。

訓
練
の
修
了
証
書
は

そ
の
訓
練
校
の
校
長
が

交
付
し
ま
す
。

訓
練
修
了
時
に
実
施
さ
れ
る
技
能
照

査
と
い
う
試
験
に
合
格
す
る
と
県
知
事

が
合
格
証
書
に
そ
の
旨
証
明
を
し
ま
す
。

認
定
職
業
訓
練
の
特

典
は
何
か
あ
る
の
で
す

か
？認

定
職
業
訓
練
を
受

け
る
と
次
の
よ
う
な
特

典
が
あ
り
ま
す
。

①
労
働
基
準
法
及
び
労
働
安
全
衛
生
法

で
規
定
し
て
い
る
年
少
労
働
者
の
危

険
、
有
害
業
務
の
就
業
制
限
な
ど
の

特
例
が
認
め
ら
れ
る
。

普
通
の
学
校
の
よ
う

に
毎
日
訓
練
校
に
通
う

の
で
す
か
？

認
定
職
業
訓
練
校
の

訓
練
は
厚
生
労
働
省
が

定
め
た
訓
練
基
準
、
訓

練
教
科
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
実
際

の
訓
練
は
週
に
１
回
か
ら
２
回
訓
練
校

に
通
学
し
共
同
で
訓
練
を
受
け
る
集
合

訓
練
と
、
事
業
所
に
お
い
て
訓
練
を
受

け
る
分
散
訓
練
の
２
つ
の
形
態
に
よ
っ

て
実
技
及
び
学
科
の
訓
練
が
行
わ
れ
、

１
年
間
に
合
計
１，

４
０
０
時
間
の
訓

練
を
受
け
る
こ
と
が
修
了
す
る
た
め
の

最
低
限
の
基
準
に
な
り
ま
す
。

訓
練
を
受
け
る
訓
練
生
は
、
働
き
な

が
ら
専
門
の
知
識
技
能
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。認

定
職
業
訓
練
校
で

は
ど
う
い
う
人
が
教
え

て
く
れ
る
の
で
す
か
。

職
業
訓
練
校
で
は
、

職
種
別
の
職
業
訓
練
指

導
員
免
許
（
国
家
資
格
）

を
所
持
す
る
職
業
訓
練
指
導
員
が
指
導

に
当
た
り
ま
す
。
公
共
職
業
能
力
開
発

施
設
の
場
合
と
は
異
な
り
、
認
定
高
等

職
業
訓
練
校
の
指
導
員
の
多
く
は
実
際

認
定
高
等
職
業
訓
練

校
で
は
普
段
ど
の
よ
う

な
訓
練
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
す
か
。

職
業
能
力
開
発
促
進

法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
次
の
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

�
普
通
職
業
訓
練
普
通
課
程

（
１
年
間
以
上
３
年
間
以
下
）

中
学
校
以
上
を
卒
業
し
、
事
業
所

か
ら
派
遣
さ
れ
た
方
を
対
象
に
厚
生

労
働
省
が
作
成
し
た
基
準
に
よ
る
専

門
的
知
識
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
実

技
、
学
科
を
行
い
技
能
者
を
養
成
す

る
訓
練

�
普
通
職
業
訓
練
短
期
課
程

（
２
日
間
以
上
６
ヶ
月
以
下
）

各
企
業
、
事
業
所
で
働
い
て
い
る

方
を
対
象
に
、
技
能
、
技
術
の
維
持

向
上
を
図
る
た
め
の
生
産
現
場
に
直

結
し
た
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
の

訓
練
・
各
種
技
能
検
定
等
資
格
取
得

に
必
要
な
実
技
、
学
科
の
訓
練
や
離

転
職
の
方
を
対
象
に
し
た
再
就
職
を

目
指
す
方
々
へ
の
能
力
開
発
訓
練

あなたの疑問 これでOK!

Question

7
Answer

7

Question

8
Answer

8
Question

9
Answer

9

Question

10
Answer

10
Question

11
Answer

11

Question

12
Answer

12



Ｏ
Ａ
事
務
は
、
一
般
の
事
務
処
理
に

パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
プ
ロ
を
使

用
し
て
、

事
務
の
簡
素
化
効
率
化
を
図
る
も
の
で

す
。
具
体
的
に
は
パ
ソ
コ
ン
で
は
エ
ク

セ
ル
な
ど
の
表
計
算
ソ
フ
ト
を
使
用
し

た
会
計
処
理
や
各
種
の
計
算
作
業
や
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
を
用
い
た
名
簿

管
理
な
ど
が
一
般
的
な
業
務
で
す
。

現
在
は
、
こ
れ
ら
の
事
務
に
加
え
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
や
、

情
報
収
集
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
会
計
の
伝
票
発
行
か
ら

決
算
諸
表
の
作
成
な
ど
、
簿
記
・
会
計

や
Ｏ
Ａ
機
器
操
作
を
含
む
総
務
経
理
な

ど
の
分
野
に
お
け
る
一
般
的
な
事
務
処

理
が
で
き

る
程
度
の

技
能
及
び

関
連
知
識

に
つ
い
て

訓
練
し
ま

す
。

訓
練
科
の
内
容
と
す
れ
ば
、

①
Ｏ
Ａ
機
器
の
操
作

②
文
書
処
理
全
般

③
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
、
表

計
算
ソ
フ
ト
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
ソ
フ
ト

等
を
使
用
し
、
情
報
収
集
、

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
、
検
索
等
情

報
を
整
理
し
情
報
提
供
が
で

き
る
よ
う
に
訓
練
を
行
い
ま

す
。

①
対
応
訓
練
科

Ｏ　Ａ　事　務
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
・
事
務

科
・
経
理
事
務
科
が
あ
り

ま
す
。

Ｏ
Ａ
事
務
科
・
一
般
事
務
科
・
経
理
事
務
科

大
工
の
仕
事
は
、
家
を
建
て
る
と
き
、

施
主
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
ど
ん
な
家
に

住
み
た
い
か
、
家
族
は
、
土
地
は
、

様
々
な
こ
と
を
考
慮
し
、
よ
り
よ
い
快

適
な
住
宅
が
で
き
る
よ
う
優
れ
た
技
能

と
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
し
ま
す
。

「
自
分
が
建
て
た
家
に
家
族
が
楽
し
く

暮
ら
す
」
夢
を
も
ら
い
、
夢
を
叶
え
て

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
仕

事
で
す
。

大
き
な
買
い
物
「
家
」
と
い
う
夢
を

叶
え
る
尊
い
仕
事
で
す
。

と
で
、
小
規
模
一
般
木
造
建
築
物
の
建

築
施
工
が
で
き
る
程
度
の
技
能
及
び
関

連
知
識
に
つ
い
て
訓
練
し
ま
す
。

①
木
造
建
築
科

②
枠
組
壁
建
築

③
プ
レ
ハ
ブ
建
築
科

④
建
築
設
計
科

代
表
的
な
木
造
建
築
科
は
、

木
造
建
築
に
関
わ
る
、
在
来

工
法
に
よ
る
一
般
的
な
器
工

具
及
び
機
械
の
取
り
扱
い
が

で
き
る
と
と
も
に
継
ぎ
手
、

仕
口
等
の
加
工
が
で
き
、
職

業
訓
練
指
導
員
の
指
示
の
も

②
対
応
訓
練
科

大　　　　　工
対
応
訓
練
科
と
し
て
は
建

築
施
工
系
の
訓
練
科
と
し

て
左
記
の
訓
練
科
が
あ
り

ま
す
。

木
造
建
築
科
・
枠
組
壁
建
築
科
・
プ
レ
ハ
ブ
建
築
科
・
建
築
設
計
科



瓦
は
、
遠
く
飛
鳥
時
代
（
今
か
ら
約

１
４
０
０
年
前
）
に
日
本
に
伝
わ
り
、

今
な
お
す
た
れ
る
こ
と
な
い
屋
根
材
で

す
。優

れ
た
耐
久
性
、
断
熱
性
、
遮
音
性

が
近
年
見
直
さ
れ
、
益
々
そ
の
需
要
は

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
社
寺
な
ど
の

本
葺
き
、
一
般
住
宅
用
の
和
形
桟
瓦
葺

き
、
そ
し
て
洋
風
住
宅
に
対
応
し
た
平

板
瓦
、
Ｓ
形
瓦
等
様
々
な
形
、
色
の
製

品
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

瓦
の
歴
史
や
製
法
か
ら
、

材
料
・
屋
根
に
関
す
る
製
図

を
は
じ
め
施
工
法
・
屋
根
の

形
・
仕
様
積
算
を
学
科
で
学

び
ま
す
。
又
、
実
際
に
瓦
を

加
工
し
屋
根
に
施
工
す
る
ま

で
を
実
技
実
習
し
、
瓦
屋
根

葺
き
に
関
す
る
技
能
を
学
び

ま
す
。

③
対
応
訓
練
科

瓦　　葺　　き
対
応
訓
練
科
と
し
て
は
、

屋
根
施
工
科
が
あ
り
ま
す
。

屋
根
施
工
科

設
計
製
図
は
建
築
物
の
全
体
の
設

計
及
び
各
部
詳
細
図
の
設
計
図
面
を

作
成
す
る
仕
事
で
す
。

施
主
の
要
望
を
聞
き
、
希
望
に
あ

っ
た
間
取
り
、
外
観
を
表
現
し
な
お

か
つ
建
築
基
準
法
そ
の
他
の
関
係
法

令
の
基
準
に
あ
っ
た
建
築
物
を
設
計

す
る
仕
事
で
す
。

建
築
設
計
科
は
建
築
物

の
設
計
及
び
各
部
詳
細
図

の
製
図
が
で
き
る
よ
う
、

職
業
訓
練
指
導
員
の
指
示

の
も
と
で
簡
単
な
建
物
の

設
計
及
び
製
図
が
で
き
る

程
度
の
技
能
及
び
関
連
知

識
に
つ
い
て
訓
練
し
ま

す
。

④
対
応
訓
練
科

設　計　製　図
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
、
建
築
設
計
科
と
木
造

建
築
科
が
あ
り
ま
す
。

建
築
設
計
科
・
木
造
建
築
科



着
物
は
日
本
古
来
の
伝
統
的
な
衣
装

で
す
。

和
裁
は
そ
の
着
物
を
縫
製
す
る
仕
事

で
す
。
一
枚
の
細
長
い
反
物
を
裁
断
し

縫
い
上
げ
て
は
じ
め
て
着
物
と
な
り
ま

す
。ど

の
よ
う
な
材
料
で
も
同
じ
パ
タ
ー

ン
で
縫
っ
て
行
け
ば
い
い
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
ど
う
い
う
素
材
で
、
何
の

目
的
で
ど
う
い
う
人
が
装
う
の
か
と
い

う
こ
と
を
、
ち
ゃ
ん
と
把
握
し
た
上
で

い
か
に
し
な
や
か
で
着
心
地
の
良
い
着

物
に
仕
立
て
ら
れ
る
か
を
考
え
な
が
ら

一
針
一
針
丹
念
に
縫
っ
て
い
き
、
美
し

の
心
に
な
っ
た
仕
立
て
が
で
き
る
よ
う

訓
練
し
ま
す
。

く
愛
さ
れ
続
け
る
着
物
と
い

う
作
品
を
い
か
に
仕
立
て
る

か
、
自
分
な
り
に
創
意
工
夫

し
て
い
く
か
が
、
和
裁
と
い

う
仕
事
の
お
も
し
ろ
さ
で
あ

り
、
難
し
い
と
こ
ろ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

和
服
縫
製
の
一
貫
作
業
が

で
き
る
よ
う
、
職
業
訓
練
指

導
員
の
指
示
の
も
と
で
、
簡

単
な
縫
製
作
業
が
で
き
る
知

識
、
技
能
を
修
得
し
着
る
人

⑤
対
応
訓
練
科

和　　　　　裁
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
和
裁
科
が
あ
り
ま
す
。

和
　
裁
　
科

造
園
は
、
庭
を
造
り
、
整
備
し
、
維

持
す
る
仕
事
で
す
。

古
く
は
庭
師
と
呼
ば
れ
、
庭
の
設
計

か
ら
始
ま
り
下
準
備
、
石
組
み
や
植
栽
、

細
部
の
仕
上
げ
と
幅
広
い
仕
事
が
あ
り

ま
す
。

樹
木
や
石
に
関
す
る
知
識
だ
け
で
な

く
、
構
成
や
デ
ザ
イ
ン
の
セ
ン
ス
、
そ

し
て
土
木
、
建
築
等
の
広
範
な
知
識
と

技
能
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
す
。

造
園
科
は
、
造
園
施
工
に

必
要
な
庭
造
り
、
木
造
り
等

が
で
き
る
よ
う
職
業
訓
練
指

導
員
の
指
示
の
も
と
で
、
基

本
と
な
る
造
園
施
工
の
知

識
・
技
能
に
つ
い
て
修
得
し

ま
す
。

⑥
対
応
訓
練
科

造　　　　　園
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
造
園
科
が
あ
り
ま
す
。

造
　
園
　
科



自
動
車
整
備
業
は
自
動
車
の
性
能
維

持
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
保
安
の
確
保

及
び
公
害
の
防
止
に
貢
献
で
き
る
仕
事

で
す
。

自
動
車
は
使
用
す
る
に
つ
れ
て
、

徐
々
に
各
部
の
摩
耗
が
進
み
、
時
に
は

故
障
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
整
備
技
術
に
よ
っ
て
復
元
し
、
維

持
さ
せ
る
こ
と
が
整
備
の
目
的
と
な
り

ま
す
。

日
常
点
検
整
備
や
定
期
点
検
整
備
が

広
く
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

動
車
の
安
全
確
保
、
公
害
の
防
止
と
い

う
、
自
動
車
整
備
本
来
の
役
割
が
果
た

自
動
車
整
備
科
は
、
自
動
車
の
製
造

及
び
整
備
に
関
す
る
基
礎
的
な
技
能
及

び
こ
れ
に
関
連
す
る
知
識
を
習
得
す
る

ほ
か
、
自
動
車
整
備
の
技
能
、
知
識
に

つ
い
て
実
習
を
通
し
て
修
得
し
ま
す
。

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
動
車
は
数
千
の
部
品
か

ら
構
成
さ
れ
る
精
密
な
機
械

で
あ
り
、
日
進
月
歩
の
技
術

革
新
に
よ
り
、
新
し
い
機
構

な
ど
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
整
備
に
当
た

っ
て
は
、
各
種
テ
ス
タ
ー
を

縦
横
に
駆
使
し
た
高
度
な
整

備
技
術
と
、
そ
れ
に
対
応
し

た
幅
広
い
知
識
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て
は
、

自
動
車
整
備
科
が
あ
り
ま
す
。

⑦
対
応
訓
練
科

自 動 車 整 備
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
、
自
動
車
整
備
科
が
あ

り
ま
す
。

自
動
車
整
備
科

配
管
の
仕
事
は
、
鋼
管
、
塩
ビ
管
等

を
図
面
に
従
っ
て
切
断
・
加
工
し
、
繋

ぎ
合
わ
せ
て
所
定
の
場
所
に
取
り
付
け

る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

一
般
家
庭
の
給
排
水
設
備
の
配
管
か

ら
、
工
場
な
ど
の
大
規
模
な
配
管
作
業

ま
で
を
こ
な
す
仕
事
で
す
。

複
雑
に
入
り
組
ん
だ
給
排
水
パ
イ
プ

を
配
管
し
、
水
漏
れ
な
く
ス
ム
ー
ズ
な

給
排
水
機
構
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

パ
イ
プ
の
材
質
や
材
質
に
併
せ
た
加
工

な
ど
が
で
き
る
知
識
と
技
能
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

配
管
科
は
、
給
排
水
設
備

や
暖
冷
房
設
備
に
必
要
は
鉄

管
や
銅
管
な
ど
の
加
工
、
組

立
、
溶
接
な
ど
が
で
き
る
よ

う
技
能
と
知
識
を
習
得
し
ま

す
。
ま
た
、
基
本
で
あ
る
一

般
住
宅
等
の
配
管
図
の
読
図

や
製
図
が
で
き
る
知
識
と
技

能
、
管
工
事
に
関
す
る
知
識

を
修
得
し
ま
す
。

⑧
対
応
訓
練
科

配　　　　　管
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
配
管
科
が
あ
り
ま
す
。

配
　
管
　
科



測
量
の
仕
事
は
、
土
地
の
区
画
割
や

道
路
、
原
野
や
山
林
な
ど
を
ト
ラ
ン
シ

ッ
ト
な
ど
の
測
定
機
材
を
用
い
て
測
量

し
、
精
密
な
図
面
や
地
図
、
地
勢
図
な

ど
を
製
作
す
る
仕
事
で
す
。

測
量
設
計
科
は
、
平
板
、

レ
ベ
ル
、
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
等

の
測
量
に
必
要
な
機
材
の
使

い
方
が
で
き
る
よ
う
に
訓
練

を
お
こ
な
い
ま
す
。

ま
た
、
土
地
の
面
積
や
土

地
の
埋
め
立
て
ま
た
は
地
な

ら
し
を
行
う
場
合
の
土
の
量

（
土
積
）
の
計
算
が
で
き
、
測

量
全
般
に
つ
い
て
の
基
礎
的

な
知
識
を
習
得
し
ま
す
。

⑨
対
応
訓
練
科

測　　　　　量
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
測
量
設
計
科
が
あ
り
ま

す
。

測
量
設
計
科

家
具
製
作
の
仕
事
は
、
箪
笥
や
棚
、

木
製
の
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
家
庭
で
日
常

使
用
す
る
調
度
品
を
製
作
す
る
仕
事
で

す
。家

具
製
作
の
中
で
代
表
的
な
仕
事
は

箪
笥
製
作
で
す
。
箪
笥
づ
く
り
の
「
生

命
」
と
も
い
わ
れ
る
木
地
つ
く
り
は
、

職
人
が
木
取
り
か
ら
一
貫
し
た
手
作
り

作
業
で
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

に
木
目
の
美
し
さ
を
強
調
す
る
よ
う
に

何
度
も
漆
を
塗
り
重
ね
、
最
後
に
何
十

種
類
も
の
鏨
（
た
が
ね
）
で
打
ち
彫
り

し
た
金
具
を
つ
け
て
仕
上
げ
ま
す
。

箪
笥
は
木
の
持
つ
ぬ
く
も
り
と
木
目

の
美
し
さ
、
豪
快
な
手
打
ち

金
具
が
見
事
に
調
和
し
た
実

用
的
な
家
具
で
す
。

木
材
の
加
工
に
関
す
る
基

礎
的
な
技
能
と
し
て
、
木
材

の
設
計
・
加
工
・
組
立
・
装

飾
・
家
具
塗
装
な
ど
木
造
加

工
品
の
製
作
及
び
使
用
方
法

に
つ
い
て
、
職
業
訓
練
指
導

員
の
指
示
の
も
と
で
手
加
工

家
具
の
関
連
知
識
に
つ
い
て

訓
練
し
ま
す
。

⑩
対
応
訓
練
科

家　　　　　具
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
木
工
科
が
あ
り
ま
す
。

木
　
工
　
科



左
官
は
、
建
物
の
内
外
の
壁
を
塗
る

仕
事
で
す
。

そ
の
仕
事
は
大
き
く
分
け
て
町
丁
場

（
木
造
建
築
）
と
野
丁
場(

鉄
筋
、
鉄
骨

ビ
ル)

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
漆
喰
、
樹

脂
、
モ
ル
タ
ル
な
ど
の
材
料
を
使
い
下

地
か
ら
仕
上
げ
ま
で
を
塗
り
上
げ
て
い

く
仕
事
で
す
。

左
官
の
仕
事
に
は
、
伝
統
的
な
技
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
っ
て
き
ま

す
が
、
洋
風
建
造
物
の
飾
り
柱
や
凝
っ

た
レ
リ
ー
フ
、
天
井
の
仕
上
げ
や
壁
の

装
飾
等
も
実
は
左
官
の
仕
事
に
な
り
ま

す
。

と
も
に
、
職
業
訓
練
指
導
員
の
指
示
の

も
と
で
、
住
宅
内
外
装
一
般
の
下
地
に

段
取
り
を
行
い
、
左
官
ま
た
は
タ
イ
ル

張
り
施
工
が
で
き
る
程
度
の
技
能
及
び

関
連
知
識
に
つ
い
て
訓
練
し
ま
す
。

左
官
の
職
人
と
し
て
一
人

前
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

に
は
一
般
に
基
本
で
あ
る
粗

塗
り
に
２
年
、
中
塗
り
、
上

塗
り
が
で
き
る
ま
で
に
は
更

に
数
年
の
修
行
が
必
要
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

左
官
タ
イ
ル
施
工
科
は
、

左
官
用
機
械
ま
た
は
タ
イ
ル

施
工
用
機
械
お
よ
び
、
器
工

具
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
と

⑪
対
応
訓
練
科

左　　　　　官
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
左
官
タ
イ
ル
施
工
科
が

あ
り
ま
す
。

左
官
タ
イ
ル
施
工
科

タ
イ
ル
施
工
は
、
タ
イ
ル
を
張
っ
て

床
や
壁
等
を
仕
上
げ
る
仕
事
で
す
。

タ
イ
ル
工
事
は
、
ま
ず
タ
イ
ル
を
張

る
前
に
、
墨
だ
し
や
タ
イ
ル
の
割
付
を

行
い
ま
す
。

そ
し
て
下
地
に
モ
ル
タ
ル
を
塗
り
、

そ
の
上
に
タ
イ
ル
を
張
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
際
に
タ
イ
ル
の
表
面
の
高
さ
を
一

定
に
揃
え
、
タ
イ
ル
と
タ
イ
ル
の
間
の

目
地
を
綺
麗
に
揃
え
て
仕
上
げ
る
ま
で

に
は
か
な
り
の
熟
練
が
必
要
と
さ
れ
る

仕
事
で
す
。

左
官
タ
イ
ル
施
工
科
は
、

左
官
用
機
械
ま
た
は
タ
イ
ル

施
工
用
機
械
お
よ
び
、
器
工

具
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
と

と
も
に
、
職
業
訓
練
指
導
員

の
指
示
の
も
と
で
、
住
宅
内

外
装
一
般
の
下
地
に
段
取
り

を
行
い
、
左
官
ま
た
は
タ
イ

ル
張
り
施
工
が
で
き
る
程
度

の
技
能
及
び
関
連
知
識
に
つ

い
て
訓
練
し
ま
す
。

⑫
対
応
訓
練
科

タ イ ル 施 工
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
左
官
タ
イ
ル
施
工
科
が

あ
り
ま
す
。

左
官
タ
イ
ル
施
工
科



建
築
塗
装
は
一
般
住
宅
や
ビ
ル
・
工

場
な
ど
建
築
物
の
外
壁
や
内
部
、
ま
た
、

橋
な
ど
の
大
型
の
構
造
物
を
塗
装
す
る

仕
事
で
す
。

塗
装
す
る
部
所
や
素
材
に
よ
っ
て
、

刷
毛
塗
り
、
ブ
ラ
シ
塗
り
、
ス
プ
レ
ー

ガ
ン
に
よ
る
吹
き
つ
け
塗
装
な
ど
様
々

な
技
法
が
あ
り
ま
す
。

建
築
塗
装
で
何
よ
り
も
要
求
さ
れ
る

こ
と
は
、
美
し
く
塗
る
こ
と
で
す
。
最

近
は
塗
料
の
種
類
も
増
え
配
合
や
塗
装

方
法
が
塗
料
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
日
の
気
温
、
湿
度
な
ど

と
も
に
、
建
築
物
の
塗
装
に
お
け
る
素

地
ご
し
ら
え
か
ら
上
塗
り
ま
で
の
一
般

塗
装
の
一
貫
作
業
が
で
き
、
職
業
訓
練

指
導
員
の
指
示
の
も
と
で
塗
装
作
業
に

お
け
る
諸
問
題
に
対
処
で
き
る
程
度
の

技
能
及
び
関
連
知
識
に
つ
い
て
訓
練
し

ま
す
。

に
よ
っ
て
塗
料
の
乾
き
方
が

異
な
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な

条
件
の
下
で
最
も
美
し
く
、

効
率
的
に
仕
上
げ
ら
れ
る
工

法
、
技
法
を
選
ん
で
施
工
す

る
た
め
に
は
、
長
年
の
経
験

と
勘
が
必
要
と
さ
れ
る
仕
事

で
す
。

建
築
塗
装
科
は
、
塗
装
用

器
具
の
使
用
及
び
塗
装
用
機

械
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
と

⑬
対
応
訓
練
科

建　築　塗　装
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
建
築
塗
装
科
が
あ
り
ま

す
。

建
築
塗
装
科

建
築
板
金
の
仕
事
は
、
住
宅
の
屋
根

に
銅
板
な
ど
の
薄
い
金
属
板
を
ふ
い
た

り
、
雨
樋
工
事
を
し
た
り
、
壁
面
や
室

内
の
板
金
施
工
を
す
る
仕
事
で
す
。

屋
根
一
つ
と
っ
て
も
一
般
住
宅
は
も

ち
ろ
ん
神
社
や
お
寺
な
ど
様
々
な
形
が

あ
り
、
屋
根
の
場
所
や
使
用
す
る
材
料

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
工
法
が
違
っ
て

き
ま
す
。

技
術
的
な
面
で
は
実
際
の
現
場
経
験

を
通
し
て
一
つ
一
つ
覚
え
て
い
く
し
か

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

化
装
置
の
操
作
及
び
調
整
並
び
に
板
金

工
作
及
び
溶
接
加
工
に
お
け
る
技
能
並

び
に
こ
れ
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て
訓

練
し
ま
す
。

双
方
の
訓
練
科
と
も
、
材
料
及
び
そ

の
加
工
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
も
つ

実
践
技
術
者
の
養
成
を
目
的
と
し
、
板

金
加
工
品
の
設
計
製
図
を
も
と
に
自
ら

製
品
の
製
作
が
で
き
る
と
と
も
に
、
職

業
訓
練
指
導
員
の
指
示
の
も
と
で
、
板

金
加
工
等
の
条
件
の
選
定
が
で
き
、
か

つ
、
検
査
及
び
管
理
な
ど
が
で
き
る
程

度
の
技
能
及
び
関
連
知
識
に
つ
い
て
訓

練
し
ま
す
。

建
築
板
金
科
は
、
建
築
外

装
施
工
に
お
け
る
基
礎
的
な

技
能
及
び
知
識
、
建
築
板
金

の
加
工
及
び
施
工
に
お
け
る

技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知

識
に
つ
い
て
訓
練
し
ま
す
。

塑
性
加
工
科
は
、
金
属
の

接
合
及
び
加
工
等
の
金
属
加

工
に
お
け
る
基
礎
的
に
技
能

及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
、

プ
レ
ス
加
工
機
、
せ
ん
断
用

機
械
、
曲
げ
機
械
及
び
自
動

⑭
対
応
訓
練
科

建　築　板　金
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
建
築
板
金
科
、
塑
性
加

工
科
が
あ
り
ま
す
。

建
築
板
金
科
・
塑
性
加
工
科



洋
裁
の
仕
事
は
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
始

ま
り
、
型
紙
作
り
、
裁
断
、
縫
製
、
仕

上
げ
な
ど
１
人
何
役
も
こ
な
す
能
力
が

求
め
ら
れ
る
注
文
服
製
造
の
仕
事
と
、

工
場
の
中
で
様
々
な
パ
ー
ト
を
分
業
し

て
仕
上
げ
る
既
製
服
製
造
の
仕
事
が
あ

り
ま
す
。

お
客
様
の
体
型
に
あ
っ
た
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
洋
服
を
仕
立
て
る
の
が
中
心

と
な
る
注
文
服
の
仕
事
は
、
リ
フ
ォ
ー

ム
も
手
が
け
る
仕
事
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
与
え
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
、
型

紙
に
よ
っ
て
製
品
を
縫
製
す
る
既
製
服

製
造
の
仕
事
も
注
文
服
の
仕
事
と
同
じ

い
ず
れ
の
訓
練
科
も
そ
れ
ぞ
れ
対
象

と
す
る
製
品
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
デ

ザ
イ
ン
に
お
け
る
基
礎
的
な
技
能
及
び

こ
れ
に
関
す
る
知
識
、
製
図
、
縫
製
に

関
す
る
技
能
及
び
知
識
に
つ
い
て
訓
練

し
ま
す
。

よ
う
に
各
種
の
知
識
技
能
を

求
め
ら
れ
、
併
せ
て
業
務
用

ミ
シ
ン
や
動
力
ミ
シ
ン
の
操

作
調
整
の
知
識
、
技
能
が
求

め
ら
れ
る
仕
事
で
す
。

洋
裁
科
は
主
に
婦
人
子
供

服
縫
製
を
対
象
と
し
、
ニ
ッ

ト
科
は
ニ
ッ
ト
製
品
の
縫
製

を
対
象
と
し
、
洋
服
科
は
紳

士
服
縫
製
を
対
象
と
し
た
訓

練
科
と
な
り
ま
す
。

⑮
対
応
訓
練
科

洋　　　　　裁
対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て

は
、
洋
裁
科
、
ニ
ッ
ト
科
、

洋
服
科
が
あ
り
ま
す
。

洋
裁
科
・
ニ
ッ
ト
科
・
洋
服
科

建
具
の
仕
事
は
、
住
宅
の
ド
ア
や
ガ

ラ
ス
戸
、
襖
や
衝
立
等
を
製
作
す
る
仕

事
で
す
。

建
具
は
建
物
の
全
て
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、
一
般
建
具
と
い
わ
れ
る

木
製
の
板
戸
や
ガ
ラ
ス
戸
、
あ
ず
ま
障

子
、
か
ら
戸
、
腰
か
ら
戸
、
夏
建
具
、

戸
襖
、
門
扉
、
窓
枠
及
び
ド
ア
枠
の
設

計
、
施
工
、
組
立
、
取
り
付
け
仕
上
げ

が
仕
事
に
な
り
ま
す
。

建
具
は
、
外
部
と
の
仕
切
、
部
屋
の

間
仕
切
り
、
出
入
り
の
開
閉
採
光
や
通

風
の
調
整
、
防
犯
と
い
っ
た
実
用
性
の

ほ
か
、
建
物
の
趣
を
左
右
す
る
装
飾
性

め
に
組
み
合
わ
せ
て
麻
の
葉
や
、
籠
目

模
様
等
の
伝
統
的
な
図
柄
、
模
様
を
組

み
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、
芸
術
的
な
美

し
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

木
工
科
は
木
材
の
加
工
に
お
け
る
基

本
的
な
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識

や
、
木
材
の
加
工
、
組
立
、
装
飾
及
び

塗
装
等
木
材
加
工
品
の
製
作
及
び
修
理

に
関
す
る
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知

識
に
つ
い
て
訓
練
を
行
い
ま
す
。

が
追
求
さ
れ
る
な
ど
幅
広
い

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

木
製
建
具
の
製
作
は
、
近

年
そ
の
製
作
工
程
の
多
く
を

木
工
機
械
に
よ
り
行
う
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
建

具
工
作
の
基
本
が
変
わ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
木
材
の
特

質
か
ら
く
る
と
こ
ろ
の
技
法

で
は
、
長
年
の
経
験
や
勘
に

よ
っ
て
行
う
手
作
業
が
今
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
組

子
と
い
わ
れ
る
技
法
は
、
精

密
に
割
り
出
さ
れ
、
削
り
出

さ
れ
た
木
片
を
縦
、
横
、
斜

⑯
対
応
訓
練
科

建　　　　　具対
応
す
る
訓
練
科
と
し
て
は
木
工
科

が
あ
り
ま
す
。

木
　
工
　
科


